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・25年度決算を全会一致で認定…………………………………

・町への質問・提言（２議員が一般質問）………………………

・災害復旧などに 3億2222万円を補正 ………………………
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統合まで残り半年。同じホテルに宿泊した修学旅行で２回目の交流会を
実施しました。名刺交換やじゃんけん列車のゲームを通して、相互交流
が一層深まりました。

「修学旅行での交流会」「修学旅行での交流会」
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活性化の研修会（新潟県立大学の田口一博准教授）

　
今
日
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
と
い
っ
た

社
会
情
勢
に
あ
っ
て
、
地
域
の
課
題
を
提
起

し
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
議
員
が
住

民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
と
い
え
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
住
民
の
声
を
代
弁
す
る
た
め
幅

広
い
人
材
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
議
会
が
多
様
な
民
意
を
集
め
意
志
決
定

し
て
い
く
た
め
に
も
多
種
多
様
な
層
か
ら
議

員
が
選
ば
れ
て
議
会
を
構
成
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
一
定
の
議
員
定
数
を
確
保
し
、

議
会
機
能
の
充
実
・
強
化
を
は
か
り
、
議
員

一
人
ひ
と
り
が
責
任
と
役
割
を
果
た
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
員
は
、
議
会
の

果
た
す
役
割
・
権
限
を
認
識
し
、
住
民
全
体

の
福
祉
向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展

を
目
指
し
努
力
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

議会活性化特別委員会報告

議員の定数と報酬は現状を維持

 費用弁償の日当分は廃止して交通費のみ

  政務活動費は使途を議会だよりで公開

   議会基本条例、議会報告会は引き続き研究

議員の定数と報酬は現状を維持

 費用弁償の日当分は廃止して交通費のみ

  政務活動費は使途を議会だよりで公開

   議会基本条例、議会報告会は引き続き研究

（14名）（14名）

（5,000円/月）（5,000円/月）（5,000円/月）

　平成24年３月に設置して、通年での予算委員会を実施するなど、議会活性
化のための調査検討を重ねてきた議会活性化特別委員会より最終報告がなさ
れました。

雑
ご
意
見
を
聞
き
ま
し
た

　
区
長
会
役
員
会
・
産
業
関
係
団
体
の
方
々
と
の

意
見
交
換
会
で
の
主
な
ご
意
見

・
議
員
が
少
な
く
な
り
、
町
民
と
の
距
離
感
を
感

じ
、
町
民
の
声
が
届
か
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

・
議
員
の
活
動
が
見
え
な
い
。
議
会
の
活
動
が
見

え
な
い
。

・
定
数
を
減
ら
し
て
そ
の
削
減
分
で
報
酬
を
上
げ

て
は
ど
う
か
。

まとめまとめまとめまとめ

　
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
　
日
ま
で
の
９
日
間
で
開
催
さ
れ
、
　
年
度

12

25

各
会
計
決
算
、
　
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど
当
局
提
案

26

　
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

27

Title:P02-03 白議.eca  
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年
４
月
か
ら
６
地
区
公
民
館

27
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移

行
す
る
た
め
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。「
地

域
住
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援

し
、
総
合
的
な
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
設
置
す
る
」
を
目
的
と

し
て
、
名
称
や
利
用
料
な
ど
の
基

本
事
項
を
定
め
て
お
り
、
附
則
と

し
て
、
こ
の
事
に
付
随
す
る
公
民

館
に
関
係
す
る
４
条
例
の
一
部
改

正
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

　
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
料
の
債

27務
負
担
補
正
予
算
も
提
案
さ
れ
て

承
認
さ
れ
た
。

 

「
管
理
は
町
長
が
指
定

す
る
も
の
に
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
各

地
区
で
の
管
理
運
営
母
体
が
で
き

た
時
（
随
時
）
と
理
解
し
て
よ
い

か
。
 

　
予
算
や
町
の
担
当
体

制
の
こ
と
も
あ
り
、
年

度
ご
と
と
考
え
て
い
る
。 

議議
員員

当
局

 

　
分
館
に
つ
い
て
の
条

項
が
な
い
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

 

　
分
館
の
設
置
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
継
承
し

て
い
き
た
い
が
、
町
で
は
な
く
各

地
区
で
設
置
す
る
と
ら
え
方
で
、

そ
の
設
置
に
基
づ
い
て
町
が
そ
の

分
館
に
対
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

く
考
え
で
す
。 

議議
員員

当
局

 

　
指
定
管
理
料
が
地
域

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る

の
は
。

 

　
３
年
間
の
限
度
額
と

し
て
設
定
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
長
と
事
務
局
２
名
分
の

人
件
費
の
部
分
は
同
額
で
す
が
、

施
設
の
維
持
管
理
経
費
分
に
つ
い

て
は
、　
年
度
実
績
、需
用
費
関
係
、

25

燃
料
費
、
電
気
料
等
の
上
昇
な
ど

も
加
味
し
て
算
定
し
た
結
果
で
若

干
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

議議
員員

当
局

公民館からコミュニティセンターへ

設置及び管理の条例制定設置及び管理の条例制定設置及び管理の条例制定設置及び管理の条例制定

川西町での研修（鮎貝まちづくり推進会議）

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る

救
助
活
動
や
被
害
の
拡
大
防
止
活
動

等
に
つ
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
全
国
か
ら

４
個
人
と
　
団
体
受
賞
の
な
か
で
大

36

変
な
名
誉
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本

年
７
月
の
豪
雨
災
害
時
に
お
い
て
も
、

積
極
的
、
効
果
的
な
活
動
に
よ
り
安

心
安
全
の
確
保
の
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
本
町
防
災
の
要
と
し
て
一
層
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。（
行
政
報
告
よ

り
）

Title:P02-03 白議.eca  
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平
成
　
年
度
決
算
・
討
論

25

　
平
成
　
年
度
予
算
編
成
は
第
５

25

次
総
合
計
画
に
お
け
る
前
期
計
画

に
基
づ
き
、
推
進
し
て
き
た
事
業

を
検
証
取
捨
選
択
を
は
か
り
な
が

ら
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
の
実
現

に
む
け
て
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点

か
ら
見
ま
す
と
歳
入
の
自
主
財
源

で
あ
る
町
税
は
全
体
で
　
％
の
増

1.1

加
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
所
得
金

額
の
伸
び
等
に
伴
い
、
個
人
町
民

税
が
　
％
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

2.4

こ
の
こ
と
は
、
白
鷹
町
の
経
済
発

展
が
大
事
で
あ
る
か
を
垣
間
見
る

お
も
い
で
あ
り
、
町
民
の
所
得
金

額
の
向
上
に
向
け
た
施
策
の
さ
ら

な
る
努
力
を
希
望
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
決
算
書
に
お
い
て
不
用
額

を
見
ま
す
と
　
年
度
は
約
４
億
　

24

79

万
円
、　
年
度
は
約
４
億
９
７
７

25

１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
月

の
豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
が
不
用
額
の
出
な
い

予
算
執
行
を
求
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
財
政
全
般
に
つ
い
て
見
ま

す
と
か
な
り
の
努
力
と
改
善
が
見

ら
れ
る
所
は
高
く
評
価
し
ま
す
。

依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
等

に
お
け
る
基
準
財
政
需
要
額
の
算

定
の
基
礎
と
な
る
測
定
単
位
の
な

か
で
、
人
口
の
割
合
が
一
番
重
要

で
あ
り
人
口
増
の
施
策
を
重
点
的

に
取
組
ん
で
行
く
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
財
政
の
運
営
に
お
い
て
大
事

な
基
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
を

災
害
復
旧
の
た
め
に
約
３
億
２
千

万
円
を
取
り
崩
し
な
が
ら
も
約
３

億
８
千
万
円
の
積
み
増
し
に
よ
り

年
度
末
残
高
が
約
　
億
円
に
な
っ

10

た
事
は
将
来
の
財
政
需
要
に
向
け

た
対
応
で
あ
り
評
価
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

の
年
度
末
残
高
が
約
２
千
４
百
万

円
に
な
っ
た
事
を
高
く
評
価
し
賛

成
討
論
と
し
ま
す
。

　
賛
成
討
論
　
奥
山
　
勝
吉
 議
員

平成25年度各会計決算額表
歳出 （町の支出）歳入 （町の収入）会　計　項　目

80億9159万円87億3559万円一　般　会　計
19万円143万円十 王 財 産 区

特

別

会

計

6億4878万円6億6413万円下 水 道
15億9277万円16億6866万円国 民 健 康 保 険
1億3727万円1億4241万円農 業 集 落 排 水
15億1131万円15億3605万円介 護 保 険
1億3668万円1億3671万円後 期 高 齢 者 医 療
2億7243万円3億1144万円収益的収支

水 道
企

業

会

計

1億951万円1049万円資本的収支
11億4369万円11億3639万円収益的収支

病 院
1億5567万円3420万円資本的収支
3255万円3614万円収益的収支訪 問 看 護

ステーション 00資本的収支
138億3244万円144億1364万円合　　　計

※万円未満は端数を整理しています。

※
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
反
対
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　平成25年度決算は、９月８日に決算特別委員会（議長と監査委
員を除く12人）を開会し、10会計を審査しました。
　９月12日の本会議で採決の結果、全会一致で認定しました。 認定 認定 認定 認定算全会一致で決算全会一致で決算 算 

Title:P04-07 白議.eca  
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まちの財政力？？どうなるどうなる

平
成
　
年
度
決
算
・
主
な
事
業
・
監
査
意
見
書

25

完成した赤坂深山線（深山地内）

 認 認定 認定 認全会一致で決算全会一致で決算全会一致で決算 全会一致で決算 
平成25年度に行った主な事業

子育て支援拠点施設整備事業 3667万円
戦略的園芸産地拡大支援事業 1500万円
町民保養センター屋根改修事業 1991万円
町道安全対策事業 7356万円
道路改良事業（赤坂深山線） 8260万円
ふるさと森林公園テニスコート改修事業 4300万円
すまいる！四季の郷定住促進事業 1232万円
急傾斜地崩壊対策事業 3536万円
Ｊアラートシステム整備事業 3234万円
学校再編整備事業（統合中学校） ２億9628万円
白鷹スキー場ペアリフト改修工事 4600万円

説　　明23年度24年度25年度区分・年度

高いほど自主財源の
割合が高く、財政力
が強い。

0.2470.2440.251財 政 力
指 数

低いほど独自の政策
のために使えるお金
が多い。

90.392.588.8経常収支
比 率

収入に対する負債返
済の割合15.313.512.0実質公債費

比 率

　
財
政
状
況
に
お
い
て
、
経
常
収

支
比
率
が
　
・
８
％
と
改
善
し
た
。

88

し
か
し
な
が
ら
地
方
交
付
税
や
地

方
譲
与
税
、
国
・
県
支
出
金
等
に

依
存
し
て
い
る
本
町
に
お
い
て
は

国
・
県
の
影
響
を
受
け
易
く
情
報

を
迅
速
か
つ
的
確
に
収
集
し
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
豪
雨
災
害
に
よ
り
白
鷹
町
に
お

い
て
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が

自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
の
献
身

的
な
活
動
、
災
害
本
部
か
ら
の
対

策
や
災
害
の
対
応
が
な
さ
れ
、

犠
牲
者
を
出
す
こ
と
な
く
最
小

限
の
被
害
に
留
め
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
復
旧
工
事
に
つ

い
て
は
、
慎
重
か
つ
安
全
に
、

そ
し
て
早
期
復
旧
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
主
要
事
業
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
構
想
推
進
事
業

が
実
施
さ
れ
、「
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
理
念
の
も
と
に
、
平

成
　
年
度
か
ら
地
区
公
民
館
が

27
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
な

る
が
、
地
域
関
係
者
と
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
広
く
町
民
の

理
解
を
得
る
べ
く
推
進
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　「
笑
顔
か
が
や
き
　
心
か
よ

う
　
美
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
職
員
自
ら
目
的
意
識
を

持
っ
て
行
動
し
、
町
民
の
目
線

に
立
っ
た
事
業
遂
行
を
望
む
。

　
　
代
表
監
査
委
員
　
　
　

小
形
　
安
弘

監
査
委
員
　
　
　

守
谷
　
丹
吾

監査意見書監査意見書

※万円未満は端数を整理しています。

Title:P04-07 白議.eca  
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平
成
　
年
度
決
算
審
査
（
一
般
会
計
）
歳
入
（
町
の
収
入
）

25

不
納
欠
損
の
解
決
策
は

 

　
町
税
の
不
納
欠
損
額

の
増
加
要
因
と
抜
本
的

な
解
決
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

 

　
会
社
の
消
滅
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
大
口
の

欠
損
が
あ
っ
た
。

　
抜
本
的
な
解
決
策
は
な
か
な
か

な
い
が
、
納
税
が
原
則
な
の
で
、

相
談
を
し
な
が
ら
分
割
等
で
の
納

付
も
対
応
し
て
い
る
。 

議
員

当
局

自
主
財
源
を
増
や
す
方
策
は

 

　
人
口
減
少
、
景
気
低

迷
の
中
で
自
主
財
源
を

増
や
す
の
は
困
難
な
状
況
だ
が
、

そ
の
中
で
も
寄
付
金
が
伸
び
て
い

る
要
因
は
。

 

　「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
」
の
制
度
発
足
以

来
、
年
々
寄
付
の
金
額
が
伸
び
て

い
る
。
有
効
な
財
源
と
し
て
今
後

さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム

に
変
え
て
い
く
こ
と
で
寄
付
金
の

増
加
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員

当
局

歳　入 
（町の収入） 疑質

  

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住

民
混
乗
と
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
利
用
状
況
は
。
ま
た
、

今
後
の
整
合
性
は
。

 

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
２

路
線
で
９
０
７
人
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
８
６
６
３
人

で
し
た
。
利
用
の
多
い
時
間
帯
は

公
共
交
通
機
関
の

利
用
状
況
は

議
員

当
局

午
前
　
時
台
、
次
に
午
後
３
時
台
、

10

次
に
午
後
１
時
台
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
集
落
と
地
域
を
結
ぶ
交

通
ア
ク
セ
ス
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
み
な
ら
ず

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
町
民
の
方
々
の
利
便

性
を
確
保
す
る
た
め
実
情
に
合
っ

た
対
応
を
し
て
い
く
。

デマンドタクシー

平成25年度一般会計収入決算

歳入
87億3559万円

町税
11億8432万円
13.6%

地方交付税
36億7577万円
42.1%国庫支出金

8億8040万円
10.1%

県支出金
5億133万円
5.7%

分担金及び
使用料等
1億7367万円
2.0%

町債（借金）
10億9630万円
12.5%

その他
12億2380万円
14.0%

※万円未満は端数を整理しています。

Title:P04-07 白議.eca  
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平
成
　
年
度
決
算
審
査
（
一
般
会
計
）
歳
出
（
町
の
支
出
）

25

  

　
新
入
生
応
援
事
業
と

し
て
の
応
援
券
の
使
い

道
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得

の
結
果
は
。
ま
た
、
今
後
の
対
応

は
。
 

　
応
援
券
は
ほ
と
ん
ど

制
服
購
入
代
と
な
っ
て

い
る
。
制
服
が
高
額
な
こ
と
と
消

費
税
の
増
税
が
あ
り
応
援
券
増
額

の
要
望
が
あ
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
資
格
取
得
講
座
は
５
人
が
受

講
し
、
全
員
が
福
祉
施
設
に
就
職

し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
こ
と
か
ら
１
講
座
　
人
10

程
度
を
基
本
に
し
た
い
。

荒
砥
高
校
生
へ
の

支
援
の
現
状
は

議
員

当
局

認
知
症
対
策
事
業
の
結
果
は

 

　
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
設
置
推
進
モ

デ
ル
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
認

知
症
の
進
行
を
抑
え
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。

 

　
平
成
　
年
４
月
現
在
、

26

認
知
症
の
方
が
４
９
２

人
、
う
ち
在
宅
者
が
４
３
３
人
で
、

議
員

当
局

今
後
増
加
傾
向
に
あ
る
。
支
援

チ
ー
ム
の
訪
問
に
よ
り
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
た
方
が

　
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
介

10護
サ
ー
ビ
ス
の
拒
否
や
安
全
対
策

の
問
題
な
ど
の
課
題
も
見
え
て
き

た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
次
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
の
認
知
症
施
策

の
位
置
付
け
を
強
化
す
る
取
り
組

み
を
行
う
。

歳　出
（町の支出）疑質

総 務 費総 務務 費総 務 費総 務 費

民 生 費民 生 費民 生 費民 生 費

荒砥高校入学式

ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
は

 

　
ご
み
の
処
理
量
が
減

れ
ば
清
掃
事
業
分
担
金

も
削
減
さ
れ
る
が
、
近
年
の
ご
み

処
理
量
の
推
移
と
ご
み
を
減
ら
す

た
め
の
取
り
組
み
状
況
は
。

 

　
平
成
　
年
度
か
ら
増

23

加
傾
向
に
あ
る
。
白
鷹

町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
が

母
体
と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
を

含
め
て
環
境
基
本
計
画
の
具
体
的

な
事
業
を
部
会
ご
と
に
展
開
し
て

い
る
。
他
に
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
や
子
供
会
の
廃
品
回
収
の
奨

励
金
交
付
事
業
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

議
員

当
局

衛 生 費衛 生生 費衛 生 費衛 生 費

歳出
80億9159万円

平成25年度一般会計支出決算

総務費
12億3426万円
15.3%

議会費
9849万円
1.2%

民生費
18億5948万円
23.0%

衛生費
5億6947万円
7.0%

※万円未満は端数を整理しています。

労働費
2658万円
0.3%

農林水産業費
4億2977万円
5.3%

商工費
2億8700万円
3.5%

土木費
8億5484万円
10.6%

消防費
4億99万円
5.0%

教育費
9億7436万円
12.0%

災害復旧費
4億2237万円
5.2%

公債費（借金返済）
9億3398万円
11.5%

Title:P04-07 白議.eca  
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積
極
的
な
農
業
推
進
を

 

　
農
業
振
興
の
た
め
、

事
務
的
で
な
く
積
極
的

推
進
方
策
が
必
要
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

 

　
農
業
経
営
は
厳
し
い

現
実
で
す
が
、
後
継
者

を
育
成
し
、
や
る
気
の
あ
る
人
を

き
め
細
か
く
支
援
さ
れ
る
方
向
を

示
し
な
が
ら
、
信
頼
関
係
の
な
か

で
や
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

当
局

  

　
大
平
山
周
辺
で
松
く

い
虫
の
被
害
木
の
伐
採

後
、
災
害
が
出
て
い
る
が
、
土
の

保
全
対
策
を
問
う
。

 

　
財
産
区
の
山
も
若
干

あ
り
ま
す
が
ほ
と
ん
ど

が
個
人
の
持
ち
物
で
す
。
複
層
林

的
な
植
樹
を
お
願
い
し
た
い
の
で

す
が
、
進
ま
な
い
の
が
現
況
で
す
。

松
の
伐
採
と
土
砂
災
害
は

議
員

当
局

平
成
　
年
度
決
算
審
査
（
一
般
会
計
）
歳
出
（
町
の
支
出
）

25

歳　出
（町の支出）

農林水産業費農林林水水産水産業業費費農林水産業費農林水産業費

本
町
企
業
へ
の
取
り
組
み
は

 

　
国
の
景
気
状
況
が
す

ぐ
に
は
当
町
に
反
映
さ

れ
に
く
い
状
況
だ
と
思
う
が
今
後

の
取
り
組
み
方
は
。

 

　
各
企
業
ご
と
に
連
携

し
な
が
ら
得
意
先
回
り

な
ど
で
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
、

自
助
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
新
規
の
取
引
先
と
の
交
渉
や
、

商
談
会
の
支
援
な
ど
で
受
注
の
拡

大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

議
員

当
局

  

　
今
ま
で
季
節
な
ど
に

よ
っ
て
、
利
用
さ
れ
る

業
種
に
偏
っ
た
傾
向
が
あ
っ
た
が
、

今
年
度
に
や
り
方
を
変
え
た
よ
う

だ
が
使
わ
れ
方
の
傾
向
は
。

 

　
　
年
度
は
以
前
と

25
違
っ
て
、
盆
と
年
末
と

２
回
に
分
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

前
期
は
食
品
が
　
％
燃
料
が
　
％

36

35

家
電
９
％
で
し
た
。
後
期
は
燃
料

が
　
％
食
品
が
　
％
次
い
で
自
動

51

29

車
修
理
関
係
で
し
た
。 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

利
用
状
況
は

議
員

当
局

６
次
産
業
化
の
今
後
は

 

　
６
次
産
業
化
支
援
事

業
で
予
算
の
執
行
状
況

が
低
い
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

 

　
採
択
は
１
件
で
あ
っ

た
。
半
額
の
助
成
で
あ

り
、
個
人
で
の
取
り
組
み
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

町
で
は
産
業
戦
略
会
議
で
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
周
知

を
は
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員

当
局

商 工 費商 工 費商 工 費商 工 費

大平山の松林

稲刈り風景

疑質

Title:P08-09 白議.eca  
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白
鷹
高
等
専
修
学
校

補
助
金
７
８
４
万
円
の

事
業
内
容
は
。

 

　
学
校
運
営
全
般
に
対

す
る
補
助
金
３
８
０
万

円
、
ほ
か
は
学
校
設
備
の
整
備
で

屋
根
の
塗
装
や
補
修
、
暖
房
機
の

更
新
、
ト
イ
レ
の
改
修
や
畳
が
え

の
費
用
に
支
援
し
ま
し
た
。 

白
鷹
高
等
専
修
学
校

補
助
金
は

議
員

当
局

  

　
今
後
、
早
く
暗
く
な

り
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に

も
な
り
、
安
全
対
策
は
十
分
か
。

 

　
集
合
場
所
の
問
題
は

目
の
届
く
と
こ
ろ
が
一

番
よ
い
が
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。
降
雪
の
多
い
と
こ
ろ
は
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
で
道
路
幅
を

確
保
し
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

安
全
対
策
は

議
員

当
局

統
合
と
学
力
の
関
係
は

 

　
学
校
統
合
で
学
力
低

下
や
学
力
の
差
な
ど
は
。

 

　
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
各
学
校
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
本
町
の
学
力
は
お
お

む
ね
良
好
と
思
わ
れ
る
が
、
課
題

に
つ
い
て
は
、
町
全
体
と
し
て
、

さ
ら
に
学
校
ご
と
に
、
教
科
ご
と

に
改
善
策
を
見
い
出
し
て
指
導
し

て
い
ま
す
。

議
員

当
局

平
成
　
年
度
決
算
審
査
（
一
般
会
計
）
歳
出
（
町
の
支
出
）

25

疑質

消 防 費消 防 費消 防 費消 防 費

  

　
現
在
は
、
災
害
時
の

情
報
伝
達
手
段
と
し
て

各
小
学
校
と
地
区
公
民
館
に
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
に
よ
っ
て
聞
こ
え
る
範
囲
と
世

帯
数
を
問
う
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の

伝
達
範
囲
は

議
員

 

　
現
状
で
は
２
０
０

メ
ー
ト
ル
か
ら
２
５
０

メ
ー
ト
ル
で
お
お
よ
そ
３
５
０
世

帯
か
ら
４
０
０
世
帯
程
度
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。
周
知
範
囲
を
広
げ

る
方
法
や
ほ
か
の
手
段
も
考
え
て

い
き
た
い
。

当
局

教 育 費教 育 費教 育 費教 育 費

東中前バス待合所

屋根を塗装した白鷹高等専修学校

Title:P08-09 白議.eca  
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

人
口
流
出
を
食
い
止
め
定

住
促
進
の
た
め
の
土
地
の

利
用
計
画
は

　
寄
付
を
受
け
た
　
区
15

画
の
保
留
地
を
若
い
人

た
ち
の
定
住
促
進
と
移
住
支
援
策

に
使
っ
て
は
。

 

　
　
区
画
を
分
譲
販
売

15
を
し
て
お
り
、
購
入
支

援
と
し
て
「
す
ま
い
る
！
四
季
の

郷
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
で
県
外
者
１
０
０
万
円
、
町

外
者
　
万
円
、
町
内
者
　
万
円
を

70

50

交
付
す
る
制
度
が
あ
る
。

 奥
山

町
長

チ
ラ
シ
配
布
後
の
問
い
合

わ
せ
は

　
お
盆
の
頃
に
チ
ラ
シ

が
配
布
に
な
っ
た
中
で

問
い
合
わ
せ
が
無
か
っ
た
原
因
を

問
う
。

 

　
山
形
新
聞
の

折
り
込
み
で
２

万
３
０
０
０
枚
を
配
布
し
た
が
、

商
業
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
生
活

の
利
便
性
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と

と
、
若
い
世
代
の
資
金
的
な
部
分

も
原
因
と
考
え
て
い
る
。

若
者
が
買
い
た
く
な
る
施

策
は

　
利
便
性
が
悪
い
と
い

う
こ
と
で
公
設
コ
ン
ビ

ニ
の
設
置
の
考
え
は
。

 

　
組
合
の
方
に
や
っ
て

い
た
だ
く
の
が
一
番
い

い
方
法
で
あ
っ
た
が
、
今
後
民
間

の
方
が
操
業
す
る
際
は
ど
う
い
う

支
援
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

 奥
山

建
設
水
道
課
長

奥
山

町
長

床
下
、
床
上
浸
水
の
原
因
は

　
災
害
の
中
で
側
溝
が

あ
ふ
れ
、
床
下
や
床
上

浸
水
等
に
な
っ
た
状
況
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

 

　
床
下
、
床
上

浸
水
し
た
所
が

一
番
低
地
で
あ
り
、
降
っ
た
雨
等

が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
と
、
側
溝

の
不
適
合
と
ゲ
ー
ト
操
作
の
遅
れ

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

全
体
的
な
原
因
の
再
度
の

調
査
は

　
原
因
を
再
度
調
査
し

て
個
人
対
応
の
復
旧
工

事
へ
の
指
導
と
地
元
民
へ
の
理
解

は
。
 

　
絶
え
ず
情
報
を
う

け
て
緊
急
に
対
応
す

べ
き
も
の
は
対
応
し
て
い
き
た
い

又
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
て
自

己
防
衛
を
含
め
た
対
応
に
努
め
た

い
。 奥

山
建
設
水
道
課
長

奥
山

副
町
長

四季の郷定住促進対策は

町長　商業施設の操業への支援を検討

奥山勝吉議員

側溝があふれ道路が冠水した鮎貝神明町

Title:P10-11 白議.eca  
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

町
民
の
暮
ら
し
の
安
全
安

心
確
保
に
関
す
る
基
本
認

識
は

 

　
２
年
続
け
て
の
豪
雨

災
害
を
受
け
て
の
対
応

は
。
 

　
行
政
と
し
て
早
急
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
中
長
期
的
に
対
応
し

て
い
く
も
の
と
整
理
し
災
害
は
い

つ
で
も
起
こ
り
え
る
も
の
と
い
う

心
構
え
で
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 小
形

町
長

治
山
対
策
は

 

　
急
峻
な
地
形
を
有
す

る
本
町
の
治
山
に
は
、

治
山
治
水
ダ
ム
と
砂
防
ダ
ム
の
整

備
を
関
係
機
関
に
要
望
を
急
ぐ
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

 

　
町
で
は
治
山
施
設

　
ヶ
所
に
つ
い
て
県
に

26

事
業
要
望
を
し
て
い
る
が
国
の
治

山
事
業
は
「
森
林
法
」
に
基
づ
く

小
形

町
長

保
安
林
の
指
定
が
必
須
と
な
り
、

地
域
の
方
の
理
解
と
協
力
を
お
願

い
す
る
。

人
口
減
少
対
策
は

 

　
日
本
創
成
会
議
が
試

算
し
た
数
字
に
対
す
る

町
長
の
所
見
と
対
応
策
に
つ
い
て

問
う
。

 

　
消
滅
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
発
表
に
は

小
形

町
長

正
直
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
も
の
で

す
。
子
育
て
支
援
策
の
充
実
を
初

め
定
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
場

の
確
保
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

婚
活
支
援
の
方
策
は

 

　
男
女
の
出
会
い
の
場

の
提
供
な
ど
婚
活
支
援

の
必
要
性
と
具
体
的
方
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
問
う
。

 

　
地
域
活
力
の
維
持
に

も
非
常
に
大
事
な
課
題

だ
と
と
ら
え
婚
活
支
援
に
取
組
ん

で
い
る
町
民
の
方
々
や
近
隣
市
町

と
の
連
携
を
は
か
り
、
成
婚
数
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

町
の
活
性
化
策
と
な
る
第

６
次
産
業
の
支
援
は

 

　
農
業
所
得
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
べ
き
町

長
の
基
本
的
な
認
識
を
問
う
。

 

　
６
次
産
業
に
取
り
組

む
方
々
の
潜
在
的
な
技

術
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
の
出

来
る
環
境
の
整
備
の
支
援
を
行

な
っ
て
い
く
。

小
形

町
長

小
形

町
長

小形輝雄議員

町民の暮らしの安全安心の確保は

町長　町民の生命財産を守るための対策を検討

整備が進む貝生地区砂防ダム
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庁
舎
整
備
の
積
み
立
て
は

 

　
現
在
ま
で
の
公
共
施

設
整
備
基
金
積
立
額
は

今
回
の
２
億
円
を
加
え
る
と
３
億

９
１
０
０
万
円
程
と
な
る
が
、
庁

舎
整
備
の
積
み
立
て
額
の
目
安
は
。

 

　
公
共
施
設
整
備
基
金

は
、
将
来
の
公
共
施
設

議
員

当
局

等
の
整
備
に
充
て
る
た
め
準
備
し

て
い
る
。
庁
舎
整
備
に
は
今
回
の

２
億
円
を
含
め
て
、
目
標
額
は
５

億
円
程
度
を
考
え
て
い
る
。

幼
児
の
予
防
接
種
は

 

　
結
核
・
予
防
事
業
の

「
幼
児
の
水
痘
｣
が
追

加
さ
れ
た
が
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

議
員

 

　
現
在
、
個
人
対
応
で

任
意
だ
が
、
予
防
接
種

の
法
改
正
に
よ
り
、　
月
か
ら
定

10

期
の
予
防
接
種
に
移
行
す
る
。
費

用
は
国
が
９
割
措
置
、
残
り
は
町

が
負
担
す
る
。

当
局

疑質

一般
会計

●
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は

　
・
保
育
緊
急
確
保
事
業
 

７
７
８
万
円

　
・
ふ
る
さ
と
応
援
費
 

３
９
２
０
万
円

　
・
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
 

２
億
円

　
・
結
核
・
予
防
事
業
 

２
３
５
万
円

　
・
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
管
理
事
業
 
（
修
繕
費
） 

２
１
８
万
円

　
・
町
道
維
持
補
修
費
 

１
５
７
０
万
円

　
・
学
校
再
編
整
備
事
業
 

９
５
０
万
円

　
・
道
路
河
川
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
費
 

４
２
０
万
円

●
財
源
は
、
国
・
県
支
出
金
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

●
全
会
計
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

運動会での保育士さん（さくらの保育園）

補
正
予
算

災害復旧対応災害復旧対応
公共施設整備基金積立公共施設整備基金積立などになどに

災害復旧対応
公共施設整備基金積立

総額83億2867万円となる

などに

3億2222万円を追加補正3億2222万円を追加補正
総額83億2867万円となる

平成26年度補正予算総括表
補正後の額補　正　額会　計　項　目
83億2867万円3億2222万円一 般 会 計
8億260万円△773万円下 水 道特

別
会
計

16億1404万円473万円国民健康保険
1億5426万円1万円農業集落排水
16億1043万円1803万円介 護 保 険

補
正
の
主
な
も
の
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９
月
９
日
に
本
委
員
会
を
開
催
し
、
請

願
審
査
と
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
９
月
に
新
築
竣
工
し
た
長
井
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
進
捗
状
況

　
今
年
度
が
最
終
年
で
あ
り
、
掲
げ
た
重

点
　
項
目
の
う
ち
、
実
施
済
み
９
件
、
実

40
施
中
　
件
で
合
わ
せ
た
進
ち
ょ
く
率
は
　

21

75

％
と
な
っ
て
い
る
。
検
討
中
や
未
実
施
の

　
件
に
つ
い
て
は
、
実
施
の
見
通
し
や
第

10５
次
大
綱
で
の
取
り
扱
い
な
ど
を
含
め
て

対
応
を
は
か
っ
て
い
く
。
と
の
説
明
で
し

た
。

 

あ
ゆ
か
い
保
育
園
の
跡
地
利
用
と

し
て
民
間
に
貸
与
し
て
い
る
が
、
老
朽
化

に
伴
う
事
故
な
ど
が
起
き
た
場
合
に
行
政

責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
無
い
の
か
。

 

契
約
は
単
年
度
契
約
と
し
危
険
箇

所
が
あ
る
場
合
は
継
続
し
な
い
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
る
。
危
険
を
承
知
で
貸
付
け

た
場
合
は
法
的
な
問
題
は
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
互
い
の
信
頼
の
も
と
賃
貸
借
契
約

し
て
い
る
。

委
員

当
局

 

公
共
施
設
の
修
繕
の
中
で
、
普
通

財
産
と
な
っ
た
施
設
の
利
用
や
処
分
の
計

画
は
。

 

大
綱
で
は
個
別
具
体
的
な
明
示
は

し
て
い
な
い
が
、
国
か
ら
総
括
的
な
利
用

計
画
要
請
が
あ
る
の
で
、
公
共
施
設
総
合

管
理
計
画
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
…

煙
各
種
公
園
の
管
理
状
況
の
調
査
結
果
に

つ
い
て

煙
町
税
等
及
び
保
険
料
や
使
用
料
等
の
郵

便
局
窓
口
及
び
コ
ン
ビ
ニ
で
の
収
納
に

つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員

当
局

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

汚泥再生処理センター（長井市）

第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
重
点
項
目
実
施
率

第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
重
点
項
目
実
施
率
　
％％
7575

総
務
厚
生
常
任
委
員

総
務
厚
生
常
任
委
員
会会

　
９
月
　
日
に
本
委
員
会
を
開
催
し
請
願

10

審
査
と
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
業
務
の

民
間
委
託
中
間
報
告

・
業
務
委
託
時
期
は
平
成
　
年
４
月
１
日

28

か
ら
で
、
委
託
期
間
は
３
年
。

・
委
託
業
者
の
選
定
は
白
鷹
町
に
本
社
を

有
す
る
法
人
を
対
象
に
公
募
で
選
定
。

・
給
食
の
状
況
確
認
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
を
設
置
し
て
学
期
ご
と
に
評
価
や
試

食
を
行
う
。

・
調
理
師
の
職
種
変
更
と
配
置
は
、
職
員

の
要
望
に
よ
り
現
場
研
修
の
う
え
確
認
。

・
課
題
と
し
て
、
施
設
そ
の
も
の
の
老
朽

化
や
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
給

食
提
供
数
の
減
少
、
長
期
休
業
期
間
中

や
給
食
業
務
時
間
以
外
等
の
有
効
活
用

な
ど
が
あ
る
。

民
間
委
託
後
の
食
材
の
納
入
方
法
は

 

食
材
納
入
の
際
、
現
在
の
納
入
組

合
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
農
業
後
継

者
育
成
の
視
点
か
ら
も
積
極
的
に
町
内
産

農
産
物
の
使
用
を
検
討
し
て
は
。

委
員

 

委
託
先
は
基
本
的
に
町
内
業
者
を

考
え
て
い
る
の
で
、
町
内
産
の
農
産
物
を

使
用
し
た
い
。
委
託
業
者
が
決
定
し
て
か

ら
納
入
業
者
を
含
め
て
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

こ
の
ほ
か
…

煙
除
雪
計
画
に
つ
い
て

煙
住
生
活
基
本
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て

煙
水
道
料
金
等
の
郵
便
局
窓
口
収
納
及
び

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
準
備
状
況
等
に
つ
い

て
煙
一
般
財
団
法
人
白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

財
団
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

当
局

地
域
経
済
循
環
シ
ス
テ
ム
化
を
目
的

地
域
経
済
循
環
シ
ス
テ
ム
化
を
目
的
にに

産
建
文
教
常
任
委
員

産
建
文
教
常
任
委
員
会会

学校給食共同調理場
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平
成
　
年
７
月
３
日
～
４
日
、

26

東
京
都
に
て
研
修
を
行
っ
た
。

　「
白
鷹
町
役
場
庁
舎
等
整
備
構

想
」
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
機
会
に
、

議
会
と
し
て
も
公
共
事
業
の
国
産

材
利
用
拡
大
に
つ
い
て
の
研
修
を

行
っ
た
。
公
共
建
築
物
等
木
材
利

用
促
進
法
に
基
づ
く
木
材
利
用
方

針
を
策
定
し
た
市
町
村
で
、
地
域

材
利
用
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な

公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
内
装
木

質
化
に
対
し
支
援
す
る
と
の
説
明

が
あ
り
、
今
後
本
町
と
し
て
も
地

域
木
材
利
用
の
あ
り
方
を
調
査
研

究
し
、
国
の
有
利
な
補
助
事
業
等

の
導
入
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
検

討
が
必
要
と
感
じ
ら
れ
た
研
修
で

あ
っ
た
。

　
他
に
、
農
業
改
革
施
策
の
展
望
、

道
州
制
に
関
す
る
国
の
動
向
と
問

題
点
、
の
研
修
を
行
っ
た
。

庁
舎
等
整
備
特
別
委
員
会
・
議
員
研
修
報
告
・
人
事

　任期満了にともなう
教育委員会委員に
　丸川惠子さん（横田
尻）が引き続き任命さ
れることに、全会一致
で同意しました。

 議
員
研
修
報
告

１
　
基
本
構
想
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
の
説
明

２
　
木
材
公
共
建
築
物
の
整
備
に
か
か

る
設
計
段
階
か
ら
の
技
術
支
援
事
業

の
説
明

　
林
野
庁
の
助
成
事
業
に
よ
り
木
材
利

用
に
つ
い
て
企
画
・
設
計
段
階
か
ら
専

門
家
派
遣
な
ど
の
技
術
支
援
を
受
け
、

木
材
の
利
用
方
針
や
設
計
業
務
に
か
か

る
企
画
・
提
案
型
仕
様
書
の
策
定
を
行

う
も
の
。

３
　
民
有
地
取
得
等
の

状
況
の
説
明

①
　
現
在
、
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
跡
地
に

隣
接
す
る
民
有
地
の

取
得
、
交
渉
を
進
め

て
い
る
。

②
　
分
庁
舎
に
隣
接
す

る
所
有
地
売
却
の
申

し
入
れ
あ
り
。

③
　
さ
ら
に
分
庁
舎
と

②
に
隣
接
す
る
民
有
地
も
購
入
す
れ

ば
、
駐
車
場
の
確
保
や
工
事
中
の
安

全
確
保
の
面
で
よ
り
効
果
的
と
思
わ

れ
る
。

４
　
庁
舎
等
整
備
に
か
か
る
基
金
積
立

　
白
鷹
町
公
共
施
設
整
備
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
し
「
公
用
又
は
公
共
用
」

に
供
す
る
施
設
と
定
義
づ
け
し
、
基
金

積
立
額
の
目
標
を
約
５
億
円
と
す
る
。

　
地
域
木
材
の
利
用
に
向
け
て

　
８
月
　
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
当
局
よ
り
庁
舎
等
整
備
に
か
か
わ
る
説
明

26

が
あ
っ
た
。

庁舎等整備特別委員会

庁舎等整備のため民有地取得へ庁舎等整備のため民有地取得へ

人事
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条
例
・
請
願
・
意
見
書
・
契
約
・
取
得

■手話言語法制定を求める意見書の提出に

関する請願

　請願者　一般社団法人
　　　　　山形県聴覚障害者協会
　　　　　　　　　　会長　小野　善邦
　採択する事に全員賛成
■米価下落等に関する意見書の提出方請願

　請願者　山形おきたま農業協同組合
　　　　　経営管理委員会会長
　　　　　　　　　　木村　敏和　ほか１人
　採択する事に全員賛成

請願

■小型動力ポンプ積載車

○契約の方法　指名競争入札
○取得予定額　1131万8400円
○契約相手先　㈱長谷川ポンプ製作所（山形市）
○配置先　第４分団３部１班（中山）

■スクールバス（５台）

○契約の方法　指名競争入札
○取得予定額　5832万円
○契約相手先　小嶋自動車整備工場 （白鷹町鮎貝）
○ルート（薬師堂・歴史館・蚕桑小・黒鴨⇔中
学校、鷹山⇔荒砥小）

取　得

■手話言語法制定を求める意見書

　　手話が音声言語と対等な言語であることを
広く国民に広め、きこえない子供が手話を身
につけることができ、手話で学び、自由に手
話が使えるよう、「手話言語法（仮称）」を早
期に制定するよう強く要望する。
■米価下落等に関する意見書

〇米の需給状況改善に関与し米価下落を回避す
るため、過剰米を主食市場から隔離すること。

〇消費量の減退が過剰米発生の原因となること
から、需要拡大対策を強力に進めること。

〇再生産可能な制度設計と予算を明確にしつつ、
全販売農家が参画する万全な水田農業対策を
講じること。

　以上について早期実現を強く要望する。

■白鷹町統合中学校整備工事請負契約の一

部変更

○工事を実施した結果、設計の一部を変更して
実施する必要が生じたことに対応する。

　（水道管の切り回し、量水器及び消火栓の移設、
外灯新設、側溝と雨水マスの設置、など）
○契約金額に2332万1440円を加え、５億5529
万5080円とする。
■ （仮称） 町民武道館等敷地造成工事請負契
約の締結

○現東中学校の西側用地10,370㎡（武道館敷地、
テニスコート４面、駐車場、公園）

○契約の方法　指名競争入札
○契約金額　　１億1448万円
○契約相手方　衣袋建設株式会社 （白鷹町畔藤）

契　約

意見書

条　例
■白鷹町特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条

例

■白鷹町家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準を定める条例

■白鷹町放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例

■白鷹町特別職の職員の給与に関する条例

の一部改正

　　鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止
に鳥獣被害対策実施隊を設置するため、その
隊員の年報酬（2,000円）を追加するもの。

■白鷹町公共施設整備基金条例の一部改正

　　基金の活用対象について、公共施設の定義
に公用施設（役場庁舎など）を加えるもの。

■白鷹町東陽の里公園設置及び管理に関す

る条例の一部改正

　　地域住民の自主的な管理運営を促進するた
め、指定管理者制度を導入できるようにする
もの。（コミュニティセンター関連）

取得予定のスクールバス
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追跡追跡追跡追跡追跡 ―あの質問のゆくえ―

 公共料金支払いの利便性は

　郵便局やコンビ二で町税などが納税
できない状況だが改善方策について伺
います。（平成24年６月議会）

 対応を検討

　税金などの納付は、納付者の利便性を考
慮して、今後対応を検討していきます。

 郵便局・コンビニ収納の実施

　検討の結果、納付利便性や期限内納付率の向上等をはかるた
め、町税や国保税、介護・後期高齢者医療保険料、保育料、住宅
使用料、体育施設使用料、上下水道料金等について、平成27年度
の新規発行納付書分から郵便局やコンビニで納付できるよう現在
準備作業を進めています。（一部の納付書を除く）

当
局
答
弁

どうなっている

鮎貝郵便局

佐藤　京一
委員長

印刷・長谷川印刷

　

鮎
貝
地
区
公
民
館
の
「
菜
の
花

学
級
」
事
業
で
、
仲
間
と
共
に
は

じ
め
て
決
算
特
別
委
員
会
の
傍
聴

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
質
問
と
は
違
っ
て
議
員
全
員

が
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
答

弁
の
説
明
も
わ
か
り
や
す
く
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況

や
、
空
家
が
３
７
２
軒
、
認
知
症

の
方
が
４
９
２
人
も
お
ら
れ
る
こ

と
な
ど
、
数
値
を
お
聞
き
し
て
驚

き
ま
し
た
。

　

町
政
を
知
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
女
性
の
方
も
傍
聴

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

（
鮎
貝　

60
代
女
性
）
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次
の
定
例
議
会
は

で
す

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
で
議
会
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
録
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

月
12

収穫間近いりんご

は
じ
め
て
の
決
算
特
別
委
員
会
傍
聴

　
白
鷹
町
は
誕
生
　
周
年
を

60

迎
え
ま
し
た
。
満
　
歳
と
い

60

え
ば
還
暦
で
す
。
干
支
（
　10

干
と
　
支
の
組
合
せ
）
が
一

12

巡
し
た
と
い
う
事
で
す
が
、

　×

 
　
は
　
で
は
？
。
と
変

10

12

120

な
疑
問
を
持
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
さ
て
、
７
月
末
に
県
町
村

議
長
会
が
主
催
す
る
議
会
広

報
づ
く
り
の
研
修
会
が
あ
り

当
議
会
の
広
報
も
１
２
１
号

（
　
年
　
月
）で
ク
リ
ニ
ッ
ク

25

12

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
見
出

し
の
付
け
方
や
リ
ー
ド
文
の

入
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
指
導

は
あ
っ
た
も
の
の
、「
追
跡
」

企
画
な
ど
に
つ
い
て
は
高
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。
住
民
の

皆
さ
ん
の
評
価
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
知
り
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
の
度
折
り
込
み
を
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
是
非
お

聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
《
佐
藤
》
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